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太
田

　
和
子

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
近
世
後
期
江
戸
近
郊
農
村
地
域
文
化
の
展
開
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
近
郊
農
村
、
特
に
武
蔵
国
多
摩
地
域
に
お
け
る
地
域
文
化

の
展
開
に
つ
い
て
、
医
学
・
俳
諧
・
狂
歌
・
政
治
情
報
・
和
歌
な
ど
を
受
容
し
た
人
々
を
対

象
と
し
て
、
文
化
活
動
の
実
態
と
内
容
を
分
析
し
、
農
村
文
化
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
江
戸
近
郊
の
地
域
文
化
の
研
究
は
、
杉
仁
氏
の
俳
諧
・
立
花
な
ど

の
研
究
、
岩
橋
清
美
氏
の
歴
史
意
識
の
研
究
、
菅
野
則
子
氏
や
長
田
直
子
氏
に
よ
る
在
村
医

療
の
研
究
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
初
等
教
育
や
蔵
書
の
分
析
な
ど
の
研
究
が
あ
る
も

の
の
、
事
例
も
少
な
く
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野
が
多
い
。
そ
れ
は
、
戦
後
研
究
が
蓄

積
さ
れ
た
近
世
農
村
の
政
治
・
社
会
経
済
史
研
究
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
こ
と
に
本
研
究
で

取
り
上
げ
る
内
容
は
研
究
が
少
な
い
分
野
で
あ
る
。
著
者
は
近
世
後
期
の
農
民
生
活
を
研
究
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し
て
い
く
う
え
で
、
政
治
や
社
会
経
済
の
問
題
だ
け
で
は
解
明
で
き
な
い
と
主
張
す
る
。
さ

ら
に
地
域
社
会
を
政
治
・
経
済
・
文
化
の
結
節
点
と
捉
え
、
地
域
文
化
の
活
動
を
農
民
の
社

会
生
活
の
重
要
な
側
面
と
位
置
づ
け
て
、
農
民
生
活
の
多
様
性
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
本
論
文
は
序
章
と
本
論
五
章
お
よ
び
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
序
章
で
は
、
研
究
史
と
研
究
対
象
と
す
る
武
蔵
国
多
摩
地
域
の
特
性
を
論
じ
、
全
体
の
構

成
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
一
章
「
江
戸
近
郊
農
村
地
域
文
化
人
の
蔵
書
」
で
は
、
多
摩
郡
本
宿
村(

府
中
市)

の
在

村
医
内
藤
常
明
・
重
喬
・
重
鎮
の
三
代
に
わ
た
る
家
の
歴
史
と
各
代
の
事
績
・
経
済
活
動
の

一
端
と
寺
子
屋
活
動
を
検
討
し
、
ま
た
周
辺
の
寺
子
屋
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
内
藤
家
の
蔵
書
を
検
討
し
、
こ
と
に
医
書
を
中
心
に
分
析
し
て
、
古
代
中
国
の
医
学
書
、

元
明
代
の
中
国
医
学
書
、
さ
ら
に
西
洋
医
学
の
影
響
を
受
け
た
医
学
書
と
、
蔵
書
が
医
学
の

発
展
を
積
み
重
ね
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
過
程
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
購
入

記
録
の
分
析
を
行
い
、
重
喬
・
重
鎮
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
関
心
の
相
違
も
紹
介
し
て
い
る
。
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第
二
章
「
多
摩
川
中
流
域
の
狂
歌
」
で
は
、
内
藤
重
喬
の
俳
諧
の
判
者
と
し
て
の
活
動
を

記
し
、
そ
の
子
重
英
が
編
纂
し
た
『
玉
川
南
北
俳
諧

　
雅
名
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
俳
人
を
分

析
し
、
内
藤
家
を
中
心
と
し
た
俳
諧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
し
て
い
る
。
内
藤
家
が
居
住

す
る
府
中
か
ら
甲
州
道
中
を
西
に
八
王
子
・
日
野
に
多
く
の
俳
人
が
お
り
、
多
摩
川
の
南
に

現
在
の
多
摩
・
町
田
・
川
崎
市
域
に
広
が
り
、
北
に
は
国
分
寺
・
小
平
・
所
沢
・
飯
能
市
域

に
散
在
し
て
い
る
が
、
江
戸
寄
り
の
新
宿
・
江
戸
方
面
に
は
意
外
に
少
な
い
。
た
だ
し
判
者

は
江
戸
が
多
く
、
江
戸
の
大
島
蓼
太
系
と
白
井
烏
酔
系
の
判
者
が
権
威
の
源
泉
に
な
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
、
俳
諧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
縁
・
血
縁
の
強
い
近
隣
地
域
と
、
多
少
遠
隔

で
も
経
済
活
動
が
活
発
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
内
藤
重
喬
は
、
四
方
真
顔

に
狂
歌
も
学
ん
で
狂
歌
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
持
っ
て
お
り
、
筆
者
は
多
摩
郡
内
の
狂
歌
の
活

動
実
態
を
『
江
戸
狂
歌
本
選
集
』
全
一
五
巻
の
中
か
ら
居
住
地
が
確
認
で
き
た
人
び
と
の
狂

名
を
抽
出
し
、
そ
の
実
名
と
生
業
を
確
定
す
る
作
業
を
行
い
、
青
梅
・
八
王
子
に
狂
歌
人
が

集
中
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
内
藤
家
の
記
録
に
狂
歌
の
記
事
が
多
い
こ
と
に
注

目
し
、
唐
衣
橘
洲
な
ど
高
名
な
江
戸
文
人
と
の
交
流
も
見
出
し
て
い
る
。
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第
三
章
「
武
蔵
総
社
神
主
家
の
政
治
情
報
収
集
」
で
は
、
甲
州
道
中
府
中
宿(

府
中
市)

の

武
蔵
総
社
六
所
宮
の
神
主
猿
渡
家
が
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
収
集
記
録
し
た
政

治
情
報
を
分
析
し
て
い
る
。
対
象
と
な
っ
た
情
報
は
、
幕
府
の
寺
社
関
係
の
触
書
、
ア
ヘ
ン

戦
争
の
記
録
を
含
む
対
外
関
係
、
安
政
の
大
獄
期
前
後
の
幕
府
内
情
勢
、
尊
王
攘
夷
運
動
、

社
会
情
勢
、
和
歌
文
学
な
ど
に
関
す
る
聞
書
・
法
令
・
記
録
・
文
書
類
な
ど
で
あ
り
、
幕
末

の
当
主
猿
渡
容
盛
が
四
一
冊
に
綴
っ
て
『
反
古
帖
』
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
の
情
報
の
入
手

先
は
、
縁
戚
の
御
家
人
や
松
江
藩
士
、
幕
府
役
人
、
内
藤
重
英
の
子
内
藤
重
鎮
と
い
っ
た
地

域
文
化
人
な
ど
で
、
縁
戚
や
幕
府
役
人
か
ら
は
触
書
や
幕
閣
の
対
立
な
ど
政
治
関
係
、
地
域

文
化
人
か
ら
は
う
わ
さ
話
や
、
治
安
混
乱
の
様
子
な
ど
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
猿
渡
家
は
、
毎

年
正
月
江
戸
城
に
登
城
し
将
軍
に
拝
謁
す
る
と
い
う
特
別
な
身
分
で
あ
っ
た
。
収
集
し
た
こ

れ
ら
の
情
報
を
、
猿
渡
容
盛
は
周
囲
な
ど
に
提
供
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
収

集
は
家
の
権
威
保
持
と
、
紛
争
回
避
や
解
決
、
家
の
安
泰
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

論
じ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
武
相
両
国
の
歌
人
た
ち
」
で
は
、
六
所
宮
神
主
家
で
近
世
後
期
か
ら
幕
末
に
か

14 太田和子先生.indd   4 2021/02/04   13:43:49



－ 5 － － 4 －

け
て
武
蔵
国
・
相
模
国
の
歌
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
を
、
猿
渡
容
盛
が
編
集
し
上
梓
し
た

和
歌
集
『
類
題
新
竹
集
』
を
史
料
に
、武
蔵
・
相
模
地
域
の
歌
人
た
ち
の
分
布
を
検
討
し
て
い
る
。

歌
人
は
神
職
・
国
学
者
・
僧
侶
・
学
者
な
ど
が
多
い
が
、
宿
町
村
の
役
人
な
ど
と
と
も
に
一

般
庶
民
も
歌
人
全
体
の
半
数
近
く
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
彼
ら
の
居
住
地
が
宿
場
町

や
城
下
町
な
ど
が
多
い
が
、
武
蔵
の
在
村
歌
人
の
多
く
が
古
代
中
世
に
遡
る
古
村
に
居
住
し
、

そ
こ
に
は
古
代
中
世
の
寺
院
・
神
社
・
城
跡
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
歌
人
た
ち
が

こ
う
し
た
歴
史
環
境
を
認
識
し
、
和
歌
に
親
し
ん
で
い
た
と
推
論
し
て
い
る
。
ま
た
在
村
の

歌
人
の
な
か
に
は
、
村
内
で
自
己
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
地
域
の
顕
彰
を
行
う
者
や
、
荷

田
春
満
や
本
居
宣
長
を
祭
神
と
し
た
神
社
を
建
立
し
、
国
学
の
振
興
を
図
る
者
も
出
現
し
た

こ
と
に
も
注
目
し
て
い
る
。

　
第
五
章
「
地
域
文
化
人
の
明
治
」
で
は
、
多
摩
郡
国
分
寺
村(

国
分
寺
市)

名
主
の
子
本
多

雖
軒
の
生
涯
を
検
討
し
て
い
る
。
雖
軒
は
、
幕
末
に
在
村
医
に
入
門
し
、
医
学
・
漢
詩
文
・
絵
画
・

書
を
習
得
し
、
明
治
期
に
は
医
師
・
訓
導
・
教
導
職
と
し
て
新
政
府
の
学
制
や
医
制
に
対
応

し
な
が
ら
、
地
域
の
人
々
の
求
め
に
応
じ
て
神
社
の
灯
篭
や
祭
礼
の
幟
、
商
店
の
看
板
、
扁
額
・
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唐
紙
な
ど
に
揮
毫
し
、
羽
織
の
裏
地
に
山
水
画
を
描
く
な
ど
し
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
に
入

り
人
々
の
生
活
だ
け
で
な
く
教
育
制
度
や
医
療
制
度
が
根
本
か
ら
変
わ
る
が
、
そ
の
変
化
を

初
期
に
支
え
た
の
が
、
地
域
の
寺
子
屋
の
師
匠
や
、
医
師
、
神
職
・
僧
侶
な
ど
の
地
域
文
化

人
た
ち
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
主
張
す
る
。
近
世
に
は
一
部
の
富
裕
層
の
み
が
楽
し
ん
だ
書
画

が
、
明
治
に
は
庶
民
の
生
活
に
も
浸
透
す
る
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
近
世
の
地
域
文
化
で

あ
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。

　
終
章
で
は
、
江
戸
近
郊
農
村
の
地
域
文
化
の
多
様
性
を
生
み
出
し
た
地
域
特
性
が
、
教
育

環
境
、
歴
史
的
環
境
、
経
済
環
境
、
支
配
な
ど
の
政
治
環
境
な
ど
、
幾
つ
も
の
要
件
が
あ
る

こ
と
を
、
各
章
で
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
た
こ
と
に
よ
り
、
近
世
農
民
生
活
の
多
様
性
の
一
端
を

明
ら
か
に
で
き
た
と
論
じ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
の
筆
者
は
、
長
年
に
わ
た
り
近
世
に
お
け
る
江
戸
近
郊
農
村
の
研
究
を
続
け
、
特
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に
近
世
後
期
の
農
間
余
業
と
産
業
の
発
展
な
ど
、
農
民
の
経
済
活
動
と
生
活
の
諸
相
を
論
じ

て
き
た
。
筆
者
は
、
戦
後
に
日
本
近
世
史
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た
農
村
史
研
究
を
続
け
る
な

か
で
、
従
来
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
政
治
・
社
会
経
済
史
的
な
分
析
だ
け
で
は
な
く
、

農
民
の
教
養
・
文
化
面
を
解
明
し
な
が
ら
地
域
文
化
の
諸
相
を
検
討
し
、
農
民
生
活
の
多
様

性
を
追
求
し
よ
う
と
大
学
院
に
入
学
し
た
。
本
論
文
は
、
大
学
院
入
学
後
に
筆
者
が
史
料
調

査
の
中
で
新
た
な
史
料
を
見
出
し
、
整
理
し
目
録
を
作
成
し
た
う
え
考
察
を
重
ね
た
研
究
成

果
の
一
端
で
あ
り
、
筆
者
の
研
究
成
果
の
う
ち
地
域
文
化
の
展
開
に
関
わ
る
論
考
の
み
で
あ
っ

て
、
研
究
の
全
貌
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
審
査
に
際
し
て
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　
本
論
文
の
序
章
で
は
、
研
究
史
と
研
究
対
象
と
す
る
武
蔵
国
多
摩
地
域
の
特
性
を
論
じ
な

が
ら
、
地
域
文
化
が
階
層
性
や
経
済
圏
な
ど
の
問
題
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
り
、
本
論
文
の
内
容
だ
け
で
地
域
文
化
の
展
開
や
農
民
生
活
の
多
様
性
を
論
じ
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
研
究
姿
勢
を
見
る
事
が
で
き
る
。

　
第
一
章
で
は
、
多
摩
郡
本
宿
村(

府
中
市)

の
在
村
医
内
藤
家
三
代
に
わ
た
る
家
の
歴
史
・
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各
代
の
事
績
・
経
済
活
動
の
一
端
と
寺
子
屋
活
動
を
検
討
し
、
ま
た
内
藤
家
の
蔵
書
に
つ
い

て
医
書
を
中
心
に
分
析
し
て
、
蔵
書
が
医
学
の
発
展
を
積
み
重
ね
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い

く
と
い
う
過
程
を
見
出
し
て
い
る
。
医
書
の
体
系
に
関
す
る
考
察
は
お
お
む
ね
首
肯
で
き
る

内
容
で
あ
り
、
ま
た
購
入
記
録
の
紹
介
は
書
籍
の
値
段
が
示
さ
れ
興
味
深
い
。

　
第
二
章
は
、
内
藤
家
の
俳
諧
・
狂
歌
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
分
析
し
て
い
る
。
俳
諧

で
は
、
内
藤
重
喬
の
俳
諧
判
者
と
し
て
の
活
動
、
そ
の
子
重
英
編
纂
の
『
玉
川
南
北
俳
諧

　

雅
名
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
俳
人
を
分
析
し
、
内
藤
家
を
中
心
と
し
た
俳
諧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
検
討
し
て
、
街
道
の
宿
場
・
経
済
圏
の
あ
り
方
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
地
縁
・
血
縁
の
強
い
近
隣
地
域
と
、
多
少
遠
隔
で
も
経
済
活
動
が
活
発
な
地
域
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
内
藤
重
喬
は
狂
歌
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
持
っ
て
お

り
、
筆
者
は
多
摩
郡
内
の
狂
歌
の
活
動
実
態
を
整
理
し
て
、
青
梅
・
八
王
子
に
狂
歌
人
が
集

中
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
内
藤
家
の
記
録
に
狂
歌
の
記
事
が
多
い
こ
と
に
注
目

し
、
唐
衣
橘
洲
な
ど
高
名
な
江
戸
文
人
と
の
交
流
も
見
出
し
て
い
る
。
地
道
な
作
業
の
成
果

が
み
え
る
分
析
で
あ
る
。
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第
三
章
は
、
府
中
宿(

府
中
市)

の
武
蔵
総
社
六
所
宮
の
神
主
猿
渡
家
が
、
近
世
後
期
か
ら

幕
末
期
に
か
け
て
収
集
記
録
し
た
政
治
情
報
の
分
析
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
幕
末

の
当
主
猿
渡
容
盛
が
多
様
な
情
報
を
四
一
冊
に
綴
っ
て
『
反
古
帖
』
と
名
付
け
た
史
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
、
縁
戚
の
御
家
人
や
松
江
藩
士
、
幕
府
役
人
か
ら
は
触
書
や
幕
閣
の
対
立

な
ど
政
治
関
係
に
つ
い
て
、
地
域
の
在
村
医
で
あ
る
内
藤
重
鎮
な
ど
地
域
文
化
人
か
ら
は
う

わ
さ
話
や
治
安
混
乱
の
様
子
を
入
手
し
て
い
る
と
、
多
様
な
情
報
収
集
の
入
手
先
を
整
理
す

る
と
と
も
に
、
一
方
で
収
集
し
た
情
報
を
、
猿
渡
容
盛
が
周
囲
や
地
域
に
提
供
し
て
い
な
い

と
推
論
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
猿
渡
家
の
情
報
収
集
は
、
家
の
権
威
保
持
と
紛
争
回
避
や

解
決
、
家
の
安
泰
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
各
家
が
収
集
し
た
情
報
が
、
家
の
た
め
に
使
用
さ

れ
な
が
ら
地
域
に
広
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
問
題
は
、
神
主
猿
渡
家
の
よ
う
な
特
別
な

家
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
文
化
人
に
と
っ
て
も
同
様
と
思
わ
れ
、
今
後
他
の
地
域
文
化
人
の

情
報
収
集
と
比
較
検
討
で
き
る
基
礎
を
提
供
し
た
論
稿
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
第
四
章
は
、
六
所
宮
神
主
猿
渡
家
に
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
を
編
集
し
た
『
類
題
新
竹
集
』
を

14 太田和子先生.indd   9 2021/02/04   13:43:49



－ 11 － － 10 －

史
料
に
、
武
蔵
・
相
模
地
域
の
歌
人
た
ち
の
分
布
を
検
討
し
、
武
蔵
・
相
模
の
歌
人
と
し
て

神
職
・
国
学
者
・
僧
侶
・
学
者
な
ど
が
多
い
が
、
在
町
な
ど
の
一
般
庶
民
も
全
体
の
半
数
近

く
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
の
居
住
地
が
宿
場
町
や
城
下
町
な
ど
に
多
い
が
、
武

蔵
の
在
村
歌
人
の
多
く
が
古
代
中
世
に
遡
る
古
村
に
住
居
し
、
古
代
中
世
の
寺
院
・
神
社
・

城
跡
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
村
の
歌
人
た
ち
が
こ
う
し
た
歴
史
環
境
を
認
識
し
、
和
歌

に
親
し
ん
だ
と
推
論
し
て
い
る
。
さ
ら
に
在
村
の
歌
人
の
な
か
に
、
地
域
の
顕
彰
を
行
っ
て

自
己
の
権
威
を
高
め
る
者
や
、
国
学
四
大
人
を
祭
神
と
し
た
神
社
を
建
立
し
て
国
学
の
振
興

を
図
る
者
も
出
現
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
て
い
る
。
武
蔵
国
内
の
神
職
組
織
を
独
自
に
編
成

し
た
六
所
宮
猿
渡
家
の
地
位
と
の
関
係
や
、
地
域
の
歴
史
意
識
の
形
成
や
地
誌
編
さ
ん
の
問

題
、
地
域
の
歌
壇
の
分
析
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る
と
、
さ
ら
に
深
い
考
察
が
可
能
で
あ

ろ
う
が
、
多
摩
地
域
に
お
け
る
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
で
あ
る
の
に

対
し
、
和
歌
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
く
貴
重
な
事
例
の
提
示
と
い
え
る
。

　
第
五
章
は
、
多
摩
郡
国
分
寺
村
名
主
の
子
本
多
雖
軒
の
、
在
村
医
・
訓
導
・
教
導
職
と
し

て
、
ま
た
漢
詩
・
書
画
を
愉
し
ん
だ
地
域
文
化
人
と
し
て
の
生
涯
を
検
討
し
て
い
る
。
明
治
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に
入
る
と
人
々
の
生
活
だ
け
で
な
く
教
育
制
度
や
医
療
制
度
が
根
本
か
ら
変
わ
る
が
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
地
域
か
ら
生
活
文
化
の
変
化
を
支
え
た
の
が
地
域
文
化
人
で
あ
っ
た
と
筆
者
は

主
張
す
る
。
近
世
に
は
一
部
の
富
裕
層
の
み
が
楽
し
ん
だ
書
画
が
、
明
治
に
は
庶
民
の
生
活

に
も
浸
透
す
る
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
が
近
世
の
地
域
文
化
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。
近

世
の
地
域
文
化
が
、
明
治
以
降
に
地
域
の
人
々
の
生
活
文
化
の
変
化
を
支
え
、
さ
ら
に
豊
か

な
も
の
に
発
展
さ
せ
た
と
い
う
視
点
は
、
納
得
で
き
る
論
点
で
あ
り
、
筆
者
の
研
究
の
方
向
性
、

着
地
点
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
終
章
で
は
、
江
戸
近
郊
農
村
に
お
け
る
地
域
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し
た
こ
と

に
よ
り
、
近
世
農
民
生
活
の
多
様
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
論
じ
る
と
と
も
に
、
今

後
の
課
題
を
掲
げ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
近
郊
農
村
、
特
に
武
蔵
国
多
摩
地
域
に
お

け
る
地
域
文
化
の
展
開
に
つ
い
て
、
医
学
・
俳
諧
・
狂
歌
・
政
治
情
報
・
和
歌
な
ど
を
受
容

し
た
人
々
を
対
象
と
し
て
、
文
化
活
動
の
実
態
と
内
容
を
分
析
し
、
農
村
文
化
の
多
様
性
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
研
究
で
あ
る
。
殊
に
従
来
江
戸
近
郊
の
地
域
文
化
の
中
で
、
あ
ま
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り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
医
学
や
狂
歌
、
神
主
家
の
政
治
情
報
、
和
歌
な
ど
に
つ
い
て
、
膨
大

な
史
料
を
調
査
し
た
う
え
、
基
礎
的
な
分
析
を
積
み
重
ね
て
整
理
を
し
た
地
域
文
化
の
基
礎

情
報
を
多
く
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
本
論
文
は
、
今
後
の
地
域
文
化
研
究
の
基
礎
文
献

と
な
り
う
る
成
果
と
い
え
る
。
た
だ
し
今
後
の
課
題
も
多
く
残
っ
て
い
る
。
殊
に
史
料
の
分

析
に
よ
る
史
実
の
発
見
や
個
別
事
例
の
論
証
、
新
た
な
視
点
の
提
示
は
多
い
が
、
紹
介
に
と

ど
ま
り
、
他
地
域
や
他
分
野
と
の
比
較
検
討
が
な
い
部
分
も
あ
り
、
江
戸
近
郊
の
地
域
文
化

の
特
徴
を
明
確
に
論
じ
て
い
な
い
点
は
惜
し
ま
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
新
た
な
史
料
を
も
と

に
、
基
礎
的
な
分
析
を
積
み
上
げ
て
新
た
な
研
究
分
野
を
切
り
開
い
た
本
論
文
は
、
近
世
の

地
域
文
化
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
う
る
成
果
と
評
価
で
き
る
。

　
よ
っ
て
本
論
文
の
筆
者
太
田
和
子
は
、
博
士(

歴
史
学)

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
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令
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日

主
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
根

　
岸

　
茂

　
夫

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
吉

　
岡

　
　
　
孝

　
㊞

　

副
　
査

　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
佐

　
藤

　
孝

　
之

　
㊞
　

國
學
院
大
學
大
学
院
講
師
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太
田

　
和
子

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
歴
史
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
根
　
岸
　
茂
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
吉
　
岡
　
　
　
孝
　
㊞
　

副
　
査
　
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
之
　
㊞
　

國
學
院
大
學
大
学
院
講
師
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